
令和５年度 青果物販売情勢について 

 

令和６年２月７日（水）現在 

【 果  樹 】 

 

「あんぽ柿」 

 大雪による市場到着の遅れなどが心配されましたがあんぽ柿では大きな遅れはありませんでした。

出荷量の減少に伴い相場は底上げとなり今後は保合で推移する見込みです。 

  

 【単価】蜂 屋（５Ｌパック） 特秀 350-330円  青秀 340-330円 

 

（４Ｌパック） 特秀 380-370円  青秀 360-350円 

 

 

 

 

【 野  菜 】 

 

「いちご」 

静岡県産の入荷は少なかったものの、雪による影響もなく栃木及び福岡などの九州産地の入荷があり、

ある程度の数量がまとまったため、相場は保合となっております。 

  

【単価】250gパック（とちおとめ）２Ｌ 450-430円 Ｌ 450-430円 Ａ 380-350円 

 

「春 菊」 

関東産の入荷量が減少となる中、降雪による減少を警戒して引き合いは強まっており、他の葉菜類も特

売需要で引き合いは強いため相場は上げとなっております。 

  

【単価】150gパック ＡＬ 北海道 110-100円 東北・京浜 100-90円 

 

「に ら」 

 栃木県産が端境期のため入荷量が減少しており、ＦＧ・束物ともに不足感のある販売環境のため相場は

上げとなっております。 

  

 【単価】100g束 ＡＬ 北海道 75-70円 東北・京浜 85-80円 

 

ＪＡふくしま未来 

営農経済部園芸課 


